
畢

も
今
後
十
年
も
経
π
ら
ば
観
る
に
足
る
も
の
ビ
な
ら
う
ε

い
っ
て
居
ら
れ
た
。
私
は
千
九
百
廿
一
年
か
ら
二
年
へ
か

け
て
の
ω
Φ
ヨ
ぎ
程
の
假
表
を
貰
っ
た
が
、
講
中
に
は
℃
？

一圏

給
V
敢
授
の
国
p
σ
q
蔚
ぴ
∩
9
蜂
ぎ
け
凶
。
⇒
ρ
門
田
ω
8
q
昏
夢
。

U
笹
差
物
答
夢
9
日
舞
一
G
ω
其
他
私
の
知
合
の
ロ
ン
ド
ン

大
饗
や
ヶ
ム
ブ
ヅ
ツ
ヂ
大
蔵
の
激
授
以
下
の
人
々
の
各
自

専
攻
の
題
目
が
掲
げ
ら
れ
て
居
る
。
猶
ほ
毎
週
木
曜
日
の

夜
に
は
ロ
ソ
ー
3
ソ
で
歴
吏
關
係
の
入
々
が
此
H
器
藻
二
紆
に

集
っ
て
種
々
の
打
合
を
す
る
こ
の
事
で
、
私
に
も
出
席
を

…
営
め
ら
れ
た
け
れ
ざ
も
、
丁
度
當
日
は
私
が
ヶ
ム
ブ
ヲ
ツ

ヂ
へ
族
行
ず
る
日
こ
か
ち
含
つ
た
爲
め
に
書
意
を
果
た
さ

な
か
っ
た
が
、
後
に
エ
ー
ル
の
英
國
法
制
史
専
門
の
》
阜

簿
ヨ
ω
髪
長
か
ら
も
其
捻
合
の
有
盆
な
事
を
聞
か
さ
れ
て
一

入
里
家
に
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
斯
機
な
課
で
あ
っ
て
、
今
日
で
は
調
ほ
完
備
の
域
に
達

し
て
居
な
い
に
も
拘
ら
す
、
嘉
島
。
。
藻
9
0
は
英
吉
利
で
は

新
し
い
試
み
ビ
し
て
學
界
の
注
目
を
惹
い
て
居
る
が
、
猫

逸
に
行
け
ば
、
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
も
な
い
。
故
に
英

吉
利
に
於
て
何
故
に
そ
れ
が
濁
逸
に
後
れ
だ
か
、
又
そ
れ

が
漁
家
果
し
て
英
吉
利
で
登
達
を
見
る
こ
ご
が
出
任
や
う

か
、
是
等
の
問
顧
…
に
つ
い
て
考
へ
る
前
に
噌
慮
馬
食
の
｛
諸

大
學
に
於
け
る
震
・
。
3
陵
。
冨
・
。
Q
。
。
8
営
錠
や
ぎ
ω
藻
暮
の

説
明
に
移
る
こ
ご
、
す
る
。
（
庇
項
気
切
）

青
木
昆
陽
傳
補
訂

文
學
博
士
新

村

出

青
木
神
聖
の
事
蹟
は
こ
れ
ま
で
種
々
の
方
面
を
多
く
の
　
　
入
選
が
細
大
に
わ
た
っ
て
著
述
し
た
も
の
が
知
ら
れ
て
ゐ

　
　
第
入
質
　
雑
纂
　
青
木
昆
鵬
傳
補
寳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
七
三
（
二
五
五
）



　
　
　
第
三
巷
　
雑
纂
　
青
木
昆
陽
傳
禰
訂

る
が
、
多
少
補
訂
を
要
す
る
黙
が
な
い
で
は
な
い
の
で
、

自
分
は
從
前
か
ら
卑
考
を
磯
表
し
て
見
た
い
ご
思
っ
て
み

た
。
所
が
自
分
が
李
素
噺
東
の
臼
石
、
租
彼
の
雨
露
に
封

し
て
襲
爵
關
西
第
一
の
碩
學
と
し
て
崇
敬
す
る
東
涯
、
そ

の
東
霞
の
門
下
に
出
で
た
こ
異
才
ご
並
諒
す
べ
き
梵
學
の

慈
雲
ご
血
沈
の
昆
陽
こ
の
う
ち
、
飲
光
奪
者
の
事
歴
を
自

労
が
近
頃
考
請
し
た
に
因
ん
で
、
こ
の
機
會
に
於
て
、
併

せ
て
甘
藷
先
生
の
傳
記
中
、
一
二
重
要
な
瓢
に
つ
い
て
致

究
を
良
し
て
見
よ
う
ビ
す
る
の
で
あ
る
◎

　
夢
話
が
束
涯
門
下
に
出
で
た
こ
ご
に
つ
い
て
予
が
新
に

疑
念
を
処
し
た
如
く
、
昆
陽
は
東
岸
の
弟
子
で
は
な
い
ε

考
へ
た
日
本
経
濟
叢
書
第
七
冊
の
恕
酋
に
出
で
た
杉
本
博

士
の
異
説
の
如
き
も
の
が
出
て
み
る
が
、
そ
れ
は
同
名
異

人
を
問
蓮
へ
ら
れ
だ
の
で
あ
っ
て
、
昆
陽
は
や
は
り
紹
述

先
生
の
門
人
で
あ
る
こ
ご
は
箏
は
れ
澱
事
實
で
あ
る
。
但

し
現
に
堀
川
の
俳
藤
家
に
残
っ
て
み
る
『
初
見
帳
』
ご
題
す

る
束
涯
の
門
人
帳
の
中
に
は
青
木
文
藏
の
名
は
録
し
て
な

　
　
　
　
　
　
　
餓
ザ
ご
　
號
　
　
　
　
・
七
四
　
　
ヘ
ニ
五
山
ハ
）

い
。
此
厚
い
帳
面
は
父
忌
避
の
波
後
よ
り
束
涯
瓶
代
帥
ち

心
密
三
年
よ
り
元
文
元
年
に
至
る
三
十
有
鯨
年
間
の
入
門

畳
帳
で
あ
る
が
、
享
保
年
間
を
逓
じ
て
始
め
に
文
広
の
名

も
な
く
、
煎
り
に
慈
雲
の
名
も
見
え
ぬ
◎
慈
雲
の
入
門
は

享
保
二
十
年
ご
さ
れ
て
る
る
。
昆
陽
の
入
閂
は
大
槻
博
士

に
從
へ
ば
享
保
六
七
年
以
前
こ
い
ふ
推
定
で
あ
る
。
然
る

に
爲
分
が
大
正
四
年
十
二
月
右
の
入
門
帳
を
一
閲
し
た
所

で
は
、
寳
永
辛
卯
入
年
三
ち
正
徳
元
年
に
伊
勢
の
人
青
木

伺
賢
の
名
が
見
え
、
享
保
二
年
に
筑
前
の
人
青
木
遽
壽
の

名
が
載
）
、
同
五
年
に
越
前
の
人
青
木
松
恒
の
名
が
録
さ

れ
同
十
七
年
に
青
木
馬
魁
町
こ
い
ふ
名
の
み
で
國
が
記

さ
れ
て
な
い
入
…
聾
者
が
あ
っ
た
の
を
認
め
た
だ
け
で
、
青

木
姓
の
も
の
は
こ
の
外
そ
の
帳
面
に
は
登
崩
し
得
な
か
つ

セ
。
然
し
後
代
の
記
録
で
あ
る
が
、
伊
藤
家
に
『
表
題
に

諸
方
宿
勝
志
』
内
題
に
『
諸
入
宿
灰
録
』
ご
し
て
あ
る
帳
面

が
あ
っ
て
、
中
程
よ
り
絡
b
の
方
に
、

　
青
木
冬
藏
宿
　
か
や
ば
町
大
岡
越
前
野
鳩
中
村
文
博
殿
下



そ
れ
か
ら
少
し
措
い
て

　
烏
九
九
太
町
上
ル
町
帯
屋
市
郎
右
衛
門

　
右
中
村
幽
霊
便

　
　
青
木
文
臥
位
中
村
に
て
届
申
立

ざ
見
え
て
み
る
。
こ
の
帳
面
の
外
、
表
に
『
聞
酒
記
』
ビ
あ

っ
て
、
裏
に
宿
所
附
け
が
記
る
し
て
あ
る
別
の
帳
面
一
冊

が
あ
っ
て
、
伊
藤
家
臣
塚
本
輿
入
ご
大
書
し
て
あ
る
。
そ

の
宿
所
録
の
中
に
、

　
一
　
青
木
文
藏
便
所
　
　
中
村
面
素

　
一
　
中
村
作
働
便
　
　
　
帯
屋
市
郎
野
鼠
門

ご
出
て
み
る
Q
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
堀
川
の
供
選
民
ご
江
戸

の
青
木
愛
撫
ε
の
問
に
、
後
年
（
多
分
束
涯
臼
後
）
に
至
る

ま
で
本
手
が
あ
っ
た
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。
然
し
師
弟
の
關

係
は
こ
れ
だ
け
で
は
鋼
明
し
な
い
。

　
紹
述
先
生
文
集
に
は
、
嵐
円
木
生
こ
い
ふ
名
が
三
ケ
所
に

重
て
み
る
。
巻
四
の
序
類
の
う
ち
こ
、
如
露
の
愛
冠
の
う

ち
と
、
窓
十
の
題
践
類
の
う
ち
こ
で
あ
る
。
憲
五
に
見
え

　
　
　
第
入
巻
　
　
難
　
纂
　
　
青
木
昆
陽
傳
補
訂

て
る
る
の
は
、
雪
荷
弓
記
こ
い
ふ
享
保
三
年
二
月
の
選
交

中
で
あ
る
が
、
こ
、
に
出
て
張
る
青
木
生
は
別
人
で
あ
ら

う
。
こ
れ
は
高
弟
な
る
勢
州
の
奥
田
三
角
の
『
三
角
集
』
懇

二
に
見
え
る
寵
冊
木
生
ご
豊
熟
に
、
或
は
伊
勢
人
の
そ
れ
で
あ

ら
う
◎
紹
下
交
集
巻
五
に
は
、
年
月
を
記
る
さ
な
い
文
章

で
、
論
語
集
解
序
ε
い
ふ
一
篇
が
あ
る
。
文
章
の
末
に
、

「
青
木
生
起
叢
書
來
告
刻
成
、
稗
予
序
文
、
因
著
其
由
云
」

ご
あ
る
か
ら
、
江
戸
の
青
木
昆
陽
の
こ
ご
、
推
定
し
得
ら

れ
る
。
享
保
十
七
年
壬
子
二
月
江
戸
須
原
屋
下
兵
衡
出
版

の
束
廃
考
訂
の
論
語
集
解
二
欝
が
あ
る
が
、
、
そ
＠
に
は
予

の
見
た
限
り
右
の
序
文
が
附
い
て
み
な
い
。
天
明
三
年
癸

卯
五
月
三
都
刊
行
の
論
語
集
解
標
記
二
冊
本
に
、
首
に
清

原
宣
下
の
序
文
が
あ
b
、
そ
の
次
に
享
保
壬
子
三
歳
京
兆

傍
藤
長
胤
叙
ご
あ
る
月
筆
の
序
文
が
刻
し
て
あ
る
。
こ
の

本
は
大
正
・
七
年
十
一
月
東
京
に
於
て
催
さ
れ
た
昆
陽
先
生

百
五
十
年
記
念
展
魔
會
に
京
都
帝
國
大
二
百
書
館
よ
b
串

正
し
だ
。
江
戸
板
の
有
序
原
本
は
、
良
工
の
未
だ
見
る
を

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
五
　
（
ご
五
七
）



　
　
　
第
入
雀
　
雑
纂
　
膏
木
昆
陽
傳
補
訂

得
ざ
る
所
の
も
の
で
あ
る
Q
因
み
に
云
ふ
、
享
保
十
年
上

洛
し
て
束
涯
に
敷
を
請
う
た
こ
ご
の
あ
る
江
戸
の
篠
崎
東

海
の
和
學
辮
の
・
上
階
に
「
論
語
何
曇
が
集
解
は
足
利
學
校

よ
り
出
血
る
活
字
板
本
よ
し
、
近
年
束
涯
の
序
し
て
寒
行

せ
る
は
落
宇
あ
ウ
」
こ
て
、
狙
彼
派
の
學
者
の
事
業
ビ
封
比

し
た
所
は
頗
る
興
部
が
あ
る
Q
由
井
荻
生
等
の
七
珍
孟
予

考
文
補
血
三
十
二
懇
が
上
梓
さ
れ
た
享
保
十
六
年
の
翌
年

に
、
我
が
紹
述
先
生
が
考
訂
の
論
語
集
解
が
江
戸
で
而
も

昆
陽
の
努
力
で
出
版
さ
れ
た
の
は
、
よ
ほ
ざ
面
白
い
事
だ

こ
思
ふ
。
こ
の
享
保
十
七
年
に
は
前
年
十
一
月
に
春
壷
の

序
文
を
添
へ
て
紫
…
芝
園
か
ら
古
∵
文
孝
経
が
出
版
さ
れ
て
を

る
。
租
急
派
全
盛
の
江
戸
の
病
中
に
於
て
吉
學
派
の
昆
陽

が
か
う
い
ふ
事
業
に
手
を
産
し
た
こ
ご
は
特
筆
す
べ
き
こ

ご
で
あ
る
。
こ
れ
は
暮
雪
の
事
を
書
出
し
た
よ
り
一
年
前

の
仕
事
で
あ
っ
て
、
無
論
登
用
以
前
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら

幕
府
の
文
庫
に
入
っ
た
り
、
又
は
古
交
書
探
訪
に
畠
張
し

た
り
す
る
よ
り
も
以
前
の
業
で
あ
る
。
帥
ち
心
底
を
始
め

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
　
辮
酬
　
　
　
七
山
ハ
　
（
二
五
八
）

る
よ
り
も
十
年
以
前
、
堀
川
よ
り
玉
東
し
て
か
ら
十
徐
年

後
の
こ
ご
で
、
こ
の
時
昆
陽
は
三
十
五
歳
の
中
年
期
で
あ

っ
た
。
碑
文
に
「
學
成
鶴
江
戸
、
下
輩
入
町
堀
授
徒
」
ご
見

え
た
其
頃
で
、
父
母
の
喪
三
年
間
を
相
尋
い
で
服
し
果
さ

ん
ご
し
た
時
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
紹
述
文
集
恕
十
五
に
享
保
七
年
壬
寅
四
月
朔
日
の

選
で
蹟
青
木
生
所
藏
…
縫
子
遺
墨
ビ
い
ふ
上
白
が
あ
る
。
そ

の
文
の
要
略
は
、

　
青
木
生
世
貫
干
武
、
立
縞
京
劇
寓
子
息
塾
、
頃
漕
獲
先
，

　
子
遣
詠
一
紙
、
書
來
巧
予
題
語
（
云
々
）

の
如
く
で
あ
る
。
仁
齋
の
自
筆
短
器
ご
束
涯
が
右
の
全
文

を
自
書
し
た
別
紙
ε
が
一
幅
の
掛
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
、

今
静
岡
市
の
近
藤
十
太
郎
氏
の
所
藏
に
存
す
る
の
を
見
た

こ
ε
が
あ
る
。
仁
齋
の
歌
は
、
．
甘
雨
亭
叢
書
刊
本
の
仁
齋

先
生
歌
集
に
も
載
っ
て
み
る
。
東
山
の
筆
踏
の
方
は
、
毘

陽
先
生
百
五
十
年
記
念
展
覧
會
に
そ
の
七
種
を
出
陳
し
て

お
い
た
。
享
保
七
年
ご
い
ふ
ご
、
昆
陽
が
京
都
か
ら
江
戸



に
蹄
っ
て
二
三
年
程
の
後
ら
し
い
が
、
丁
度
こ
の
年
は
彼

が
二
十
五
歳
で
、
，
束
涯
が
五
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。
例
に

よ
っ
て
自
製
の
年
譜
を
槍
す
る
に
、
昆
陽
が
堀
川
在
里
中

か
ご
思
は
れ
る
享
保
初
め
の
数
年
間
に
は
二
三
重
要
な
事

柄
が
あ
る
。
其
の
一
は
、
享
保
二
年
、
仁
齋
門
下
の
松
岡

鋼
玉
が
番
藷
録
】
窓
を
著
は
し
て
、
薩
摩
芋
の
数
用
や
栽

培
方
な
ざ
を
遽
べ
た
こ
ご
で
あ
る
。
補
三
十
幅
十
一
に
弘

め
陀
同
書
に
は
昆
陽
の
識
語
為
あ
る
が
、
然
し
京
都
で
傳

寓
し
セ
本
ピ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
茎
の
二
は
享
保
五
年
正

．
月
禁
書
の
一
部
解
禁
を
堕
し
た
こ
ご
で
あ
る
。
但
し
こ
れ

は
世
人
が
誤
解
す
る
如
く
西
洋
書
閲
讃
の
解
禁
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
年
に
は
、
昆
陽
を
後
年
大
岡
越
前

守
に
紹
介
し
た
加
藤
枝
幸
が
與
力
こ
な
っ
て
こ
の
三
奉
行

に
從
屡
し
た
。
昆
陽
の
先
輩
の
同
門
ご
も
い
ふ
べ
き
野
呂

元
丈
が
江
戸
に
凍
住
し
た
の
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
ん

な
時
分
に
昆
陽
は
、
京
都
で
修
業
し
て
江
戸
に
蹄
っ
て
來

π
。

　
　
　
第
八
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
冑
木
昆
陽
徳
補
訂

　
更
に
数
年
経
っ
て
享
保
十
一
年
十
月
に
昆
陽
は
父
を
二

ひ
、
三
年
の
喪
に
服
し
て
、
一
年
後
享
保
十
五
年
十
月
に

至
っ
て
又
母
に
別
れ
て
そ
の
喪
を
三
年
問
行
う
た
。
こ
の

孝
心
が
町
奉
行
の
與
力
加
藤
叉
左
衛
門
枝
直
を
し
て
大
岡

忠
相
に
鹿
茸
せ
し
む
る
基
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
昆
陽
の
立
身
こ
な
る
こ
ご
は
、
人
の
よ
く
知
る
駈
で
あ

る
か
ら
慰
す
る
が
、
そ
の
登
用
は
、
享
保
書
入
年
で
あ
っ

た
。
五
年
後
の
元
文
三
年
九
刀
に
昆
陽
が
自
著
の
草
臓
難

談
懇
上
に
三
年
之
喪
ご
題
し
て
、

　
中
庸
二
号
ク
、
三
年
之
軽
機
干
天
子
、
父
母
之
喪
無
貴

　
賎
輔
導
ト
、
朱
註
父
母
ノ
喪
ト
三
年
ノ
喪
ト
ヲ
ソ
カ
タ

　
ズ
、
仁
齋
先
生
改
ノ
註
シ
テ
云
ク
、
三
年
ノ
嚢
適
孫
爲

　
租
及
爲
長
子
爲
妻
ト
、
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
ラ
ザ
レ
バ
文

漣
ぜ
ズ
Q
　
　
　
　
．

ご
古
學
涯
の
説
々
提
暴
し
、
さ
て
自
己
の
考
按
を
蓮
べ
て

る
る
。
又
同
書
下
垂
に
『
帥
字
』
ご
題
し
て
束
涯
の
繋
燭
談

怒
四
、
「
帥
字
ノ
コ
ト
」
の
一
笛
を
引
き
、
帥
の
字
を
史
漢

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
七
　
（
二
五
九
）



　
　
　
第
入
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
青
水
昆
陽
傳
補
訂

に
て
モ
シ
ご
讃
む
明
徴
な
し
ご
云
っ
た
師
説
の
映
を
補
っ

た
。
漢
書
爾
南
夷
傳
の
文
を
引
い
て
顔
師
古
の
註
を
暴
げ

て
、
昆
陽
の
云
ふ
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
コ
レ
師
ノ
師
ノ
モ
シ
ト
ヨ
ム
ノ
明
解
ナ
ル
ニ
、
タ
マ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
マ
ワ
ス
レ
ラ
ル
・
ト
ミ
ヘ
タ
グ
、
我
師
ヲ
シ
プ
他
ノ
ソ

　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
セ
　
へ
　
も
し
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
「
シ
リ
ヲ
ウ
ケ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
ザ
ル
．
ユ
ヘ
ニ
、
ミ
ァ

・
タ
リ
タ
〃
二
黒
プ
記
ス
。
　
　
　
　
唱

昆
陽
の
師
匠
思
ひ
の
情
が
み
え
て
面
難
い
。
草
癒
維
談
櫛

の
（
中
風
）
の
條
に
も
、
乗
讃
談
確
の
所
説
を
補
う
て
を
る

所
が
見
え
る
。
　
　
　
　
，

　
束
涯
の
燈
燭
談
は
享
保
十
四
年
の
良
序
が
あ
る
が
、
憲

】
に
は
「
和
蘭
國
ノ
コ
ト
」
ご
題
す
る
口
笛
が
あ
る
。
九
年

後
に
出
凍
た
昆
陽
の
草
鹿
雑
談
下
恕
に
は
既
に
「
阿
蘭
陀

文
字
」
の
こ
ご
を
記
る
し
、
又
長
崎
人
に
支
那
の
事
物
を

尋
ね
た
こ
ご
も
あ
る
。
璽
年
の
元
丈
四
年
二
月
自
序
の
績

草
廉
雑
談
に
も
同
標
異
域
の
こ
ご
が
見
え
て
み
る
○
こ
れ

ら
は
、
昆
陽
が
蘭
學
を
始
め
た
ビ
い
ふ
寛
保
元
年
よ
・
9
も

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
七
回
　
（
二
六
〇
）

二
三
年
以
前
の
事
で
あ
る
。
束
涯
よ
h
・
受
け
た
戚
化
は
意

外
に
大
き
い
ご
自
分
た
ち
は
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
東
涯
の
學
問
は
博
く
し
て
深
か
つ
だ
。
古
義
學
に
於
て

は
畢
覧
父
の
説
を
紹
述
し
た
る
に
止
ま
る
け
れ
ざ
も
、
経

濟
學
に
於
て
博
物
學
に
於
て
考
古
學
に
於
て
、
又
制
度
故

實
の
智
識
や
言
語
交
献
の
學
問
に
於
て
も
そ
の
造
詣
は
博

宏
な
る
所
が
あ
る
Q
東
の
白
石
租
彼
に
封
し
て
遜
色
が
な

い
。
制
度
萢
の
類
に
せ
よ
、
用
字
格
や
名
物
六
帖
に
せ
よ

非
常
に
有
用
な
書
物
で
あ
る
。
随
筆
類
に
は
種
々
墾
考
の

資
た
る
べ
き
も
の
が
多
く
、
異
域
に
湿
す
る
興
昧
も
時
代

に
比
し
て
豊
富
で
あ
っ
た
。
殊
に
朝
鮮
に
關
す
る
研
究
の

如
き
は
、
台
石
を
凌
駕
し
、
自
石
の
釆
覧
異
言
．
南
島
志

蝦
夷
志
に
封
し
て
東
灘
の
三
韓
紀
略
は
優
に
そ
の
特
色
を

褒
揮
し
て
を
る
。
こ
れ
ら
東
西
事
忌
學
の
精
し
い
比
較
は

之
を
他
日
に
講
…
る
が
、
束
掘
門
下
は
多
士
事
々
、
而
も
種

々
の
方
面
に
直
接
問
接
に
一
難
の
士
を
董
出
し
た
こ
ご
は

白
石
の
門
人
に
殆
ざ
比
す
る
に
足
る
べ
き
者
が
居
な
い
の



ざ
は
大
に
相
違
し
て
み
る
。
指
導
法
に
於
て
包
容
力
に
打

て
叉
そ
の
人
格
に
顧
て
軒
貸
す
る
所
が
な
い
ご
は
云
は
れ

ま
い
。
白
石
も
束
涯
を
時
に
轡
め
て
ゐ
π
こ
ご
は
、
そ
の

手
簡
に
於
て
窺
は
れ
る
。

　
古
學
は
完
膚
経
義
の
根
本
研
究
に
擦
っ
て
興
つ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
戚
化
が
よ
く
ゆ
け
ば
凡
て
事
物
を
槻

察
す
る
に
後
世
の
因
襲
や
ら
風
説
や
ら
理
屈
や
ら
に
捉
は

れ
す
に
直
に
根
源
に
遡
っ
て
考
託
し
て
見
よ
う
ビ
す
る
研

究
法
を
誘
致
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
代
り
偏
す
る
ご
、
考

鐙
に
流
れ
る
の
除
り
因
循
し
て
活
用
を
失
ふ
と
い
ふ
學
者

も
出
來
よ
う
。
古
義
學
を
紹
述
し
だ
束
涯
は
能
く
こ
の
遡

源
的
研
究
を
典
故
制
度
等
の
上
に
．
又
言
語
丈
献
の
上
に

器
用
し
帯
芝
濟
實
用
の
側
を
忘
れ
す
に
、
そ
の
多
方
癒
な

雄
才
を
以
て
よ
く
後
…
進
を
啓
課
し
て
種
々
の
專
門
學
者
や

特
技
者
を
門
下
か
ら
蛮
出
さ
せ
π
偉
大
な
る
學
問
激
育
者

で
あ
っ
た
。
昆
陽
が
蘭
學
を
學
ぶ
に
至
っ
た
の
も
、
慈
雲

が
梵
學
を
究
む
る
に
至
っ
た
の
も
、
直
に
淵
源
に
遡
っ
て

　
　
　
第
八
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
麿
木
昆
陽
慾
輔
訂

事
相
實
理
を
探
り
た
い
こ
い
’
ふ
學
風
か
ら
起
［
つ
た
ご
も
考

へ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
故
人
内
田
博
士
が
井
上
博
士
著
「
日

本
冷
血
派
の
哲
學
」
短
評
〔
内
田
乱
書
講
論
集
〕
の
中
に
於

て
、
著
者
弥
上
博
士
が
束
涯
を
以
て
叫
意
退
嬰
家
學
を
紹

述
せ
る
一
大
儒
に
過
ぎ
す
ご
な
し
、
又
昆
陽
を
以
て
堀
川

の
徒
に
博
せ
す
ご
せ
ら
れ
た
の
に
醤
し
て
異
論
を
撲
ま
れ

昆
陽
の
學
は
之
を
束
涯
ご
較
ぶ
れ
ば
似
た
所
が
あ
る
趣
を

一
言
せ
ら
れ
だ
の
は
、
大
に
我
が
意
を
得
だ
も
の
ε
考
へ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明
治
以
後
に
は
昆
陽
を
以
て
蘭
學
者

の
泰
斗
ご
し
て
鵬
下
し
、
或
は
諸
家
は
甘
藷
先
生
こ
し
て

祭
立
て
、
或
は
圖
書
館
員
は
書
物
奉
行
の
亘
壁
ピ
し
て
推

讃
し
た
け
れ
ざ
も
、
そ
の
論
駁
の
根
嚢
に
於
て
は
最
も
束

涯
の
精
紳
を
登
戯
し
た
第
一
人
者
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
無
論
後
に
登
用
さ
れ
た
の
も
、
幕
府
の
詳
定
所
の
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

者
及
び
書
物
奉
行
ビ
し
て
で
あ
っ
て
、
草
創
の
功
は
あ
れ

こ
も
、
蘭
学
そ
の
も
の
は
極
め
て
幼
馨
な
程
度
に
留
ま
っ

た
。
尤
も
語
學
力
は
不
十
分
で
あ
っ
だ
に
し
て
も
、
其
着

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
　
號
　
　
　
　
七
九
　
　
（
二
六
一
）



’

　
　
　
第
入
門
　
雑
纂
　
青
木
昆
陽
傳
補
訂

眼
黙
は
非
凡
な
所
が
あ
っ
た
の
は
、
既
に
先
輩
の
指
摘
し

た
所
で
あ
る
。

　
次
の
如
き
世
評
も
亦
昆
陽
の
一
面
を
あ
ら
は
し
て
居
る

ご
思
ふ
か
ら
塞
考
に
暴
げ
て
お
く
。
天
明
入
年
頃
に
江
戸

で
出
來
た
『
學
者
角
力
勝
負
附
評
判
』
（
徳
川
丈
藝
類
聚
第

十
二
、
評
判
記
）
を
見
る
ご
、
番
附
に
前
頭
の
七
枚
目
に
鳩

巣
室
新
助
ビ
昆
陽
青
木
文
選
ご
を
吊
せ
し
め
た
。
評
鋼
記

に
は
か
う
晶
載
っ
て
み
る
。

　
御
璽
人
ε
も
用
に
立
つ
御
學
問
、
風
り
う
に
心
を
高
く

　
し
繧
義
に
し
ば
ら
れ
る
先
生
た
ち
ご
一
ツ
所
に
は
論
じ

　
ら
れ
訟
、
駿
壷
難
話
や
昆
陽
漫
録
は
た
が
見
て
も
よ
い

　
御
作
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
せ

　
わ
ろ
口
「
さ
か
な
や
に
も
こ
ん
な
男
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
行
　
溺
「
さ
れ
ば
さ
か
な
や
だ
か
ら
、
な
ほ
御
志
が
察
し

　
ら
れ
て
す
さ
ま
じ
い
、
さ
つ
ま
い
も
の
御
趣
向
思
ひ
き

　
つ
た
事
、
中
々
當
時
か
や
う
な
し
う
ち
を
す
る
人
は
な

　
い
、
昆
陽
先
生
の
御
勝
ご
見
え
ま
す
。
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
入
0
　
　
（
一
一
山
ハ
ニ
）

セ
　
　
へ
　
　
も
　
　
わ

さ
か
な
や
ご
は
昆
陽
は
魚
河
岸
の
生
れ
だ
か
ら
で
あ
る
Q

江
戸
ッ
子
だ
け
に
團
扇
は
文
藏
に
あ
が
つ
だ
。
但
し
か
う

や
ら
れ
て
は
二
黒
に
は
ち
ご
氣
の
毒
で
あ
る
が
、
随
筆
ご

薩
摩
芋
ご
だ
け
で
片
附
け
ら
れ
て
は
昆
陽
も
少
し
迷
惑
で

あ
る
。

　
束
涯
の
直
接
影
響
で
は
な
い
に
し
て
も
、
朝
鮮
史
ま
だ

は
朝
鮮
の
言
語
文
字
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
束
涯
の
研

究
範
團
ご
接
鰯
す
る
の
は
、
馬
出
漫
録
に
見
え
る
朝
鮮
文

献
の
敦
究
で
あ
る
。
そ
の
他
こ
の
師
弟
爾
…
人
の
随
筆
な
ざ

を
護
ん
で
み
る
ビ
、
時
々
二
者
の
呼
鷹
…
を
下
す
る
瓢
を
書

中
に
見
出
す
こ
ビ
が
あ
る
が
、
二
人
の
關
係
に
つ
い
て
言

ふ
べ
き
所
は
、
こ
れ
ま
で
に
し
別
の
画
題
に
移
る
こ
ご
に

す
る
。

　
理
事
の
傳
記
に
、
延
享
元
年
長
購
に
遊
題
し
た
ε
か
公

命
に
よ
っ
て
出
　
張
し
た
と
が
見
え
て
み
る
が
、
自
分
は
少

く
こ
も
延
享
元
年
に
そ
の
事
が
あ
っ
π
こ
ご
は
否
定
す
る

の
み
な
ら
す
、
昆
陽
が
長
崎
に
行
っ
た
こ
い
ふ
事
の
史
料



は
後
世
の
編
纂
物
を
除
く
と
、
見
當
ら
澱
か
ら
、
其
事
柄

の
有
無
を
も
疑
ふ
の
で
あ
る
。
『
先
哲
叢
談
』
心
入
に
見
え

る
本
傳
の
末
に
昆
陽
の
著
述
目
録
に
「
長
崎
聞
書
」
ε
い
ふ

書
名
を
畢
げ
、
大
槻
博
士
も
『
六
大
先
哲
』
中
の
傳
認
に
そ

れ
を
畢
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
記
録
は
果
し
て
現
存
す
る
か

如
何
か
畳
忍
な
い
。
國
書
解
題
に
編
者
の
名
を
録
せ
ざ
る

同
名
の
書
が
あ
る
が
、
古
文
書
古
記
録
の
寓
し
の
標
で
、

長
崎
に
行
っ
て
聞
い
た
勝
を
書
い
た
も
の
で
は
な
い
ら
し

い
。
そ
の
書
名
か
ら
い
へ
ば
、
長
崎
人
の
江
戸
に
見
た
者

か
ら
聞
い
た
の
で
は
な
い
ら
し
い
が
、
ご
も
か
く
も
こ
の

書
目
の
存
在
だ
け
で
は
、
長
崎
行
の
明
徴
に
は
し
難
い
。

そ
の
他
昆
陽
の
薗
著
の
い
つ
れ
に
も
長
崎
行
の
事
を
直
接

に
記
る
し
て
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
間
接
に
そ
の
事
實
を

明
示
す
る
聖
句
は
認
め
ら
れ
な
い
。
長
崎
よ
り
墾
侍
し
た

阿
蘭
陀
瓶
詞
に
語
學
そ
の
他
の
事
ざ
も
を
聞
い
た
こ
ご
は

勿
論
で
あ
る
し
、
長
騎
又
は
そ
こ
を
逼
ほ
し
て
の
唐
土
西

洋
二
方
面
の
智
識
を
諸
方
か
ら
得
た
こ
ご
は
確
か
で
あ
る

　
　
　
八
入
巷
　
雑
纂
　
青
木
銘
陽
傳
補
訂

が
厚
身
長
崎
そ
の
他
へ
行
っ
て
調
べ
だ
こ
ご
は
な
か
つ
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
　
レ

ε
思
ふ
Q
昆
陽
は
出
張
や
編
纂
に
戯
す
る
年
紀
を
か
な
り

明
記
し
て
お
く
方
の
入
で
め
る
が
、
最
も
重
要
な
る
べ
き

長
騎
行
の
こ
ε
を
目
立
の
ご
こ
に
も
録
し
て
な
い
。
無
論

寛
保
元
年
及
二
年
束
國
地
方
に
古
文
書
を
採
訪
し
だ
時
の

如
く
徳
川
翠
煙
等
に
は
見
え
な
い
。
從
っ
て
儲
け
の
糊
張

で
は
な
い
こ
建
、
疑
は
れ
る
。
扇
使
小
園
の
如
き
も
の
は

出
來
て
る
な
い
。
然
る
に
洋
學
年
表
、
外
交
量
質
、
日
本

激
育
史
、
蘭
化
先
生
な
ざ
の
明
治
醤
代
の
名
著
に
も
、
叉
明

治
末
期
の
六
大
先
哲
に
も
．
延
享
元
年
長
崎
行
の
こ
ご
を

特
記
し
て
あ
る
。
大
棚
如
電
翁
は
、
明
治
十
五
年
四
月
登

行
の
學
藝
志
林
所
載
『
洋
學
澹
紙
墨
』
に
は
、
「
文
題
の
長
崎

に
赴
き
し
は
詳
な
ら
も
ざ
れ
ざ
延
享
二
三
年
の
事
な
る
べ

し
」
ご
推
考
さ
れ
た
が
、
根
号
は
塞
げ
ら
れ
な
か
っ
た
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

『
蘭
化
先
生
年
譜
』
の
方
に
は
「
延
享
元
年
奉
藩
儒
長
崎
」
云

々
ご
見
え
、
『
洋
學
年
表
』
の
方
に
は
、
其
年
評
定
所
儒
者
ご

な
う
尋
で
命
を
奉
じ
て
長
崎
に
往
き
云
々
ε
鵠
て
る
る
が

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
八
一
　
（
二
六
三
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
蕪
　
纂
　
　
膏
木
昆
陽
傳
補
訂

い
つ
れ
も
所
依
を
示
し
て
な
い
。
恐
く
は
、
皆
、
節
水
翁

の
『
蘭
學
階
梯
』
窓
上
の
「
携
琴
」
の
一
簿
に
、
延
享
の
頃
、

蘭
學
修
業
の
爲
こ
し
て
青
木
昆
陽
子
を
し
て
長
崎
に
遊
學

せ
し
め
給
ふ
、
昆
陽
命
を
奉
じ
て
彼
地
に
至
り
西
吉
雄
等

の
繹
家
に
診
て
其
事
を
如
い
た
云
々
ご
出
て
み
る
の
に
膿

ら
れ
た
も
の
ビ
患
ふ
。
然
し
蘭
學
階
梯
の
古
墨
は
年
代
及

事
訳
醜
毒
し
、
轟
轟
開
始
を
昆
陽
が
延
享
西
遊
以
後
の
こ

ご
・
、
し
た
機
な
矛
盾
が
あ
っ
て
信
用
し
難
い
。
こ
の
書
は

天
明
三
年
の
編
で
同
入
年
の
刊
行
で
あ
る
が
、
編
述
の
蒔

は
磐
水
が
二
十
七
歳
の
時
で
、
延
享
よ
り
は
凡
四
十
年
後

昆
弾
語
後
僅
に
十
五
年
に
し
か
な
ら
ぬ
け
れ
ご
、
多
野
前

野
杉
田
あ
た
り
の
先
輩
か
ら
の
傳
聞
に
過
ぎ
な
か
ら
う
か

ら
吏
料
こ
し
て
は
重
き
を
お
き
難
い
Q
天
朋
元
年
の
自
記

ご
同
六
年
の
他
序
他
駿
の
あ
る
誤
載
の
『
六
物
新
誌
』
の
題

言
中
に
も
昆
陽
の
長
崎
行
き
を
…
書
し
て
あ
る
が
、
こ
れ

も
動
か
し
難
き
根
管
ご
は
せ
ら
れ
澱
Q
更
に
三
十
鯨
年
を

，
下
っ
て
文
化
十
三
年
に
杉
田
す
百
が
入
十
三
歳
の
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
八
二
　
（
一
…
六
四
）

往
年
を
追
懐
し
て
書
い
た
『
蘭
學
事
始
』
に
は
春
陽
の
長
崎

遊
學
を
延
享
の
頃
に
や
ε
思
は
る
ど
云
っ
て
あ
る
。
玄
白

の
方
が
旱
水
よ
り
も
二
十
四
歳
も
年
長
で
あ
っ
た
が
、
自

身
は
延
享
年
代
は
十
二
三
歳
で
あ
っ
だ
し
叉
後
年
に
も
昆

陽
の
敷
を
奉
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
故
に
こ
の
問
題
に
つ

い
て
玄
白
の
語
を
過
信
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
Q
況
ん

や
文
化
十
三
年
の
原
器
あ
る
『
先
哲
叢
談
h
懇
八
の
本
塁
、

そ
の
他
化
政
度
以
降
の
編
者
類
に
そ
の
事
が
田
て
る
て
も

毫
も
疑
を
解
く
に
は
足
ら
な
い
。

　
寛
保
二
年
三
月
以
降
年
々
江
戸
参
府
の
繭
入
ε
蓮
詞
ご

に
接
し
て
語
誌
及
び
事
物
を
學
び
、
そ
の
業
績
は
寳
思
入

年
ま
で
十
七
年
閥
分
多
少
の
漸
績
を
以
て
小
冊
子
十
榔
ビ

和
蘭
羅
宇
等
等
一
部
三
懇
ご
が
現
存
し
て
を
る
。
四
十
五

歳
よ
り
六
十
一
歳
に
及
ん
で
み
る
。
無
論
翻
愚
書
の
類
は

残
っ
て
み
な
い
Q
長
騎
に
學
ん
で
得
た
成
績
ご
し
て
は
物

足
ら
ぬ
戚
じ
を
鵡
さ
し
め
る
が
、
そ
れ
は
草
創
の
際
で
止

む
を
得
ぬ
こ
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
冊
子
叉
は
編
著
に
、
長



崎
ま
で
下
っ
て
相
當
の
長
期
間
に
幽
界
し
だ
蹟
は
明
示
も

さ
れ
す
又
推
測
も
出
來
訟
ほ
ざ
で
あ
る
Q

　
以
上
の
如
く
自
分
は
昆
陽
の
長
崎
行
は
、
立
自
や
玄
澤

の
如
き
蘭
貢
界
の
先
輩
が
明
言
し
、
閉
治
以
後
の
先
賢
が

細
述
せ
ら
れ
る
に
拘
は
ら
す
大
に
之
を
疑
ふ
者
で
あ
る
。

．
延
享
元
年
西
遊
こ
い
ふ
説
は
断
乎
ε
し
て
そ
の
誤
謬
な
る

こ
ご
を
信
ず
る
が
、
そ
の
西
遊
を
絶
難
事
に
な
い
ご
漸
言

す
る
ま
で
に
は
、
も
う
少
し
確
誰
を
握
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。

東
京
帝
國
大
壷
圖
書
館
に
加
藤
家
日
記
ご
い
っ
て
昆
陽
を

世
話
し
た
江
戸
町
奉
行
の
胆
力
加
藤
枝
吉
（
千
蔭
の
父
）
の

鴇
記
が
延
享
元
年
よ
り
明
和
七
年
に
至
る
二
十
冊
ご
安
永

元
年
よ
り
同
七
年
に
至
る
十
四
冊
ビ
都
合
三
十
四
辮
存
在

す
る
。
前
二
十
冊
は
恰
も
延
享
以
來
軍
事
の
後
膨
生
二
十

六
年
問
を
包
括
し
て
を
る
Q
延
享
元
年
度
の
分
は
、
近
世

・
文
藝
叢
書
第
・
†
二
日
記
部
に
編
入
さ
れ
て
明
治
四
十
五
年

に
刊
行
さ
れ
て
人
の
知
る
所
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
昆
陽

が
屡
々
賢
母
の
家
に
出
入
し
て
書
物
を
借
用
し
た
り
、
叉

　
　
　
書
入
巷
　
　
羅
　
纂
　
　
書
木
目
腸
傳
補
訂

枝
直
が
千
蔭
を
同
伴
し
て
青
木
氏
を
訪
問
し
た
り
し
淀
機

な
記
事
が
あ
ち
こ
ち
に
散
見
し
て
み
る
の
で
、
無
論
そ
の

中
に
長
崎
行
の
こ
ε
も
な
く
、
又
長
く
不
在
で
加
藤
家
に

顔
出
し
を
せ
す
に
る
た
ら
し
い
榛
子
も
見
え
漁
。
籐
事
な

が
ら
昆
陽
が
逸
事
や
在
満
ε
も
接
し
た
ご
推
せ
ら
れ
る
記

事
が
あ
う
、
又
枝
垂
が
束
涯
の
稜
正
し
た
古
聖
解
を
昆
陽

か
ら
借
り
た
襟
な
興
味
あ
る
記
載
（
正
月
二
十
一
日
差
も
あ

る
。
但
し
在
島
の
名
は
績
昆
陽
漫
録
に
も
見
え
た
。
帥
ち

こ
れ
ら
に
由
っ
て
薄
陽
を
一
箇
の
蘭
學
者
と
の
み
蓮
断
ず

る
こ
ε
の
早
計
な
こ
ビ
が
愈
よ
く
わ
か
り
、
頗
る
多
面
的

な
學
者
で
あ
っ
た
こ
ご
の
勢
謹
を
得
た
こ
と
、
も
な
る
の

で
あ
る
。
さ
て
東
京
大
學
の
加
藤
家
日
記
は
、
全
部
は
を

う
か
、
延
享
二
三
年
度
の
分
す
ら
極
取
急
い
で
一
閲
し
π

程
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
確
言
は
霞
來
ぬ
が
、
昆
陽
の
西

遊
に
曝
す
る
資
料
は
未
だ
見
當
て
な
い
。
ε
も
か
く
こ
の
・

日
記
は
種
々
の
が
は
か
ら
文
學
史
料
に
な
る
所
が
多
い
が

青
木
野
呂
桂
川
等
の
初
期
蘭
學
の
傳
記
資
料
た
る
べ
き
も

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
入
三
　
（
二
六
五
）



　
　
　
薬
入
巷
　
難
纂
　
覇
鮮
聯
敷
源
流
考
（
四
）

の
を
も
含
ん
で
み
る
こ
ご
を
注
意
し
て
お
く
。

　
以
上
端
坐
ご
束
涯
ご
の
閣
係
及
び
昆
陽
西
遊
の
有
無
に

關
す
る
卑
見
の
大
略
を
述
べ
た
が
．
そ
の
外
塔
補
し
た
い

　
　
　
　
　
　
麓
曙
二
　
號
　
　
　
　
八
四
［
　
（
二
六
轟
ハ
）

黙
が
多
々
あ
る
が
．
そ
れ
は
他
闘
を
期
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
二
年
二
月
三
十
一
目
縞
）

＋
七
、
夫
鯨
紳
激

　
〔
眉
里
記
章
簿
論
難
幽
幽
〕
檀
磐
世
家
云
リ
上
器
財
夷
之
初

　
有
桓
因
民
。
桓
因
生
紳
市
。
榊
市
生
檀
澹
。
檀
震
之
後

　
帯
解
夫
婁
。
謡
講
欝
欝
有
金
蛙
。
金
轡
之
後
議
朱
蒙
濃

　
柞
。
爲
句
麗
百
濟
零
物
◎
皆
本
於
檀
欝
欝
。

李
能
和
臼
。
夫
籐
句
麗
百
濟
。
系
出
鱒
鱈
。
朝
鮮
東
堺
日

出
之
國
。
故
。
亦
各
取
日
等
号
象
。
爲
其
國
號
。
著
離
號

著
姓
氏
焉
。
系
統
昭
昭
。
謹
擦
緊
々
。
翻
如
概
述
。

　
〔
三
國
逡
事
〕
天
帝
降
子
詑
升
亀
城
。
乗
五
龍
車
。
立
都

　
総
王
。
號
北
扶
除
。
自
霧
名
鮮
慕
漱
。
生
子
名
論
婁
。

（
四
）

李

能

和

　
以
鮮
爲
氏
。
王
◎
後
因
上
帝
論
罪
。
四
坐
干
東
丁
丁
。

　
東
明
帝
。
縫
北
常
置
設
営
。
立
雛
干
卒
本
川
。
爲
卒
本

　
雷
撃
。
師
禁
句
麗
始
麗
。

李
能
和
臼
。
槻
此
寵
事
。
扶
除
繭
話
。
要
不
出
於
天
鷺
二

義
焉
◎
〔
國
號
〕
思
懸
。
℃
蔓
α
方
言
自
也
。
日
脚
而
東
方
臼

師
黎
朋
之
象
也
。
〔
窮
民
〕
鮮
冨
凶
方
言
日
也
。
故
知
扶
鯨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ロ
ロ

系
統
出
於
藏
酪
。
ぎ
鵠
H
。
斜
蓋
扶
徐
。
織
藏
酪
四
囲
而
建
國

者
也
。
編
願
書
藷
群
嚢
驚
虻
鱗
鞭
〔
識
號
〕
東

明
帝
。
亦
差
響
日
出
之
象
也
。
腰
窓
漱
東
明
Q
皆
早
天
之

命
。
是
天
子
也
。


